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（2020年３月31日受理）

１．は　じ　め　に

　中国学園大学国際教養学部（以下「本学部」という。）

は，2019年度１年生を対象にマレーシアにて「短期海外

留学」を実施した。ただし，今回の研修は2015－2018年

度に過去４年間実施したフィリピンではなく，マレーシ

アの首都クアラルンプール近郊のセランゴール州シャー

アラム（Shah Alam）にあるKDU大学での実施であった。

本学部の人材育成における留学プログラムの位置づけに

ついては，竹野ほか (2016) に記しているのでここでの

重複は避ける。本稿では，2019年度に「マレーシアでの

短期海外留学」で実施した留学プログラムについて，前

４回の実績と比較・考察をしながら報告する。

２．短期海外留学プログラムとマレーシアへ

の変更

　2015年から過去４回「オリエンテーション海外研修」

の名称で，フィリピンでの約２週間の海外留学を実施し

てきた。研修の目的である英語学習の動機づけ，英語で

のコミュニケーションスキル向上や異文化理解など過去

４回と変更はないが，今回より，「オリエンテーション

海外研修」から「短期海外留学」と名称の変更を行った。

プログラムの名称を変更した理由として，過去４回全て

入学後１か月頃（５月）に実施していたが，本年度の実

施は夏季休業後半（９月８日－18日）であり，オリエン

テーションの意味合いが無くなったことが挙げられる。
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　マレーシアに変更した理由は大きく３つある。１つ目

は，過去４年間すべて語学学校での研修であったが，今

回，初めて大学内の英語教育プログラムを採用した点で

ある。留学先であるKDU大学は，マレーシア人は勿論，

スリランカ，ケニア，韓国など世界20ヶ国以上135,000

人の学生が学ぶ国際色豊かな大学であり，異国の留学生

との交流機会と将来的に長期海外留学を希望する学生へ

の動機づけになると考えた。２つ目に，マレーシアの経

済状況と異文化に優れている点である。マレーシアは毎

年４％以上の経済成長をしており地下鉄などのインフラ

設備やショッピングセンターの開発などグローバリゼー

ションが体感できると考えた。また，仏教，イスラム教，

ヒンズー教などの多宗教が混合し，マレー系，中華系，

インド系などの多民族や衣食住で伝統文化が保たれてい

るなど学びが多いことも留学先の選定時に魅力的な点で

あった。３つ目の理由として，比較的安全性が高い国で

ある点が挙げられる。学生の安全性を第一にカントリー

リスクも考慮した。

　今回のプログラムの参加者は，本学部１年生23名であ

り，同行者は，教員２名（佐々木・松浦）であった。約

８割の学生が，海外渡航が初めてという学生だったため，

事前研修は必要不可欠であった。

　まず，４月２日に催された入学式後の学部入学式の際

に，新入生および保護者に対して簡単なプログラムの説

明を行い，それ以外に５回の事前研修を行った。

　第１・２回は引率教員２名で海外留学体験談などを交

えて説明を行った。第３・４・５回は，留学業務委託先
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である㈱リョービツアーズに協力いただき海外での留意

点，KDU大学の説明，海外旅行保険の説明を行った。また，

４回目は，公益社団法人おかやま観光コンベンション協

会の協力により，マレーシアでの生活経験のある担当者

をゲストとして参加いただき経済，文化，観光など多角

的な視点からの情報提供をいただいた（表１参照）。

３．短期留学先としてのマレーシアとフィリ

ピンの比較と英語使用の実情

　竹野ほか (2016)，竹野・藤代・伊藤(福田) (2017) 

ではそれぞれ一章を割き，「なぜフィリピン・セブなの

か」，「英語留学先としてのフィリピン」について，フィ

リピン，中でもセブ島で英語留学をするメリットやフィ

リピン人の国民性について論じた。竹野・佐生・大橋・

松浦 (2018) では「渡航先としてのフィリピン」という

観点から，フィリピンと日本との関わりについてそれぞ

れの国を渡航先として見た場合について検証した。竹野

ほか (2019) では「短期留学先としてのマニラとセブの

比較と英語使用の実情」に関して，短期留学先としての

マニラとセブを比較し，フィリピンの英語使用の実情を

記した。本章では，短期留学先としてのマレーシアとフィ

表１　短期留学プログラム事前研修スケジュール

月日 時間 研修内容 配布物

第１回目

４月16日（火）

9:20-10:50 短期留学の概要について

過去の「オリエンテーション海外研修」 について

短期留学プログラムの目的・意義について

第２回目

５月21日（火）

11:00-12:30 引率教員の海外体験談

マレーシアについて

授業評価方法

マレーシアについて

第３回目

５月28日（火）

11:00-12:30 リョービツアーズ旅行担当者からの説明

マレーシアとKDU大学について

学外アクティビティについて【９月14日（木）市内観光など】

オプショナルツアーについて【マラッカ，サンチェゴ砦な

ど】

参加同意書と海外旅行保険の説明

旅のしおり（スケジュー

ル表）

リョービツアーズの案内

参加同意書

海外旅行保険申込書

第４回目

７月30日（火）

14:50-16:20 マレーシア事前研修のまとめ

海外旅行保険の案内

公益社団法人おかやま観光コンベンション協会　観光事業

部　インバウンド担当者によるマレーシア居住体験談

保険証書

航空便の案内

(Ｅ-チケット)

海外旅行保険申込書

第５回目

９月２日（月）

12:00-13:00 直前オリエンテーション（最終確認）

・機内持ち込み荷物に入れるもの

・モバイルWi-Fiについて

・集合場所について

第４回目終了後に個別質問への回答を約束しており，質問

に対して回答を行った。

【質問例】

・寮には洗濯機があるか

・大型ショッピングセンターを見学する時間がとれないか

など

短期海外留学学生からの

Ｑ＆Ａ

海外旅行保険申込書
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リピンの都市を比較し，英語使用の実情を検証したい。

　留学先として各都市を比較する際には，治安と生活費

は気になるところである。Numbeo–Quality of Lifeを用

いてQuality of Life Index「生活の質指数」を調べる

ことで，Safety Index「安全性指数」，Cost of Living 

Index「生活費指数」が示されるのでそれらの数値およ

び程度を参考にした。表２は，クアラルンプール，マニ

ラ，セブに東京を加えた各都市の安全性指数と生活費指

数，そして生活の質指数およびその程度をまとめたもの

である。程度はVery High, High, Moderate, Low, Very 

Lowの５段階に分けられている。

　安全性指数は数値が高いほど安全性の程度は高いが，

クアラルンプール (34.44) とマニラ (35.57) は安全度

が低く，セブ (48.64) は中程度であり，東京 (77.13) 

は高いという結果であった。クアラルンプールはマニラ

に比べて安全という印象であったが，この結果だけを見

るとほとんど差はないということになる。参考までに，

The Economist Intelligence Unit (2019) によるSafe 

Cities Index 2019「世界の都市安全性指数2019」によ

れば，60の対象都市のうち総合スコアでマニラ43位，ク

アラルンプール35位，東京１位であった。用いるデータ

で結果は異なるということをここで確認しておきたい。

　生活費指数であるが，ニューヨークの生活費指標を

100とした際に，クアラルンプール (40.12)，マニラ 

(38.77)，セブ (37.32)，東京 (84.35) という数値であっ

た。クアラルンプール，マニラ，セブの生活費はいずれ

もかなり低いということになり，東京の生活費が中程度

ということになる。東京の生活費が中程度であるという

結果に違和感を覚えるので，Mercerによる2019 Cost of 

Living Rankingを参照してみると，209都市中でクアラ

ルンプール141位，マニラ109位，東京２位でありニュー

ヨークは９位であった。ここでも用いるデータによって

結果は異なっていた。

　生活の質指数については，クアラルンプール (107.12)，

マニラ (53.81)，セブ (75.27)，東京 (162.76) という

データ結果であった。生活の質指数は安全性指数と生活

費指数以外にも以下の項目で産出されているので，クア

ラルンプール(K)，マニラ(M)，セブ(C)，東京(T)の数値

とともに紹介する。下線が引いている数値がそれぞれの

項目内では望ましい結果である。

　Purchasing Power Index「購買力指数」(K: 65.79, M: 

23.83, C: 24.51, T: 85.15)，Health Care Index「医

療指数」(K: 65.56, M: 63.00, C: 63.67, T: 80.74)，

Climate Index「 気 候 指 数 」(K56.55, M:61.23, C: 

60.40, T: 85.26)，Property Price to Income Ratio

「住宅価格対収入比」(K: 11.24, M:27.66, C: 23.81, T: 

14.74)，Traffic Commute Time Index「通勤時間指数」(K: 

42.23, M: 56.02, C: 39.07, T: 40.80)，Pollution 

Index「汚染指数」(K: 68.19, M: 90.01, C: 86.03, T: 

42.54) 

　これらの項目を確認すると，クアラルンプールとマニ

ラでは，購買力指数や住宅価格対収入比，汚染指数など

で差があるため生活の質指数に差が生じていることがわ

かる。

　クアラルンプールとマニラ，セブの生活費や治安の比

較に関してNumbeoのデータを中心に検証した。Numbeoの

指数はcontributors「回答者」の回答を基にしているが，

それぞれの都市のデータに反映するデータ数は同程度で

あるとはいえないため，必ずしも実情を正確に反映して

いるとは限らないことを付言しておく。

表２　短期留学先としてのマレーシアとフィリピンの比較

クアラルンプール マニラ セブ 東京

安全性指数

程 度

34.44

Low

35.57

Low

48.64

Moderate

77.13

High

生活費指数

程 度

40.12

Very Low

38.77

Very Low

37.32

Very Low

84.35

Moderate

生活の質指数

程 度

107.12

Moderate

53.81

Low

75.27

Moderate

162.76

Very High

注：Numbeoのデータを基に筆者ら作成
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　マレーシアとフィリピンの英語能力について，Education 

First (2019)の「EF EPI英語能力指数 2019」が扱う世

界100か国・地域の英語力ランキングによれば，アジア

ではシンガポール（５位），フィリピン（20位），マレー

シア（26位）が上位に並ぶ。これらの国の英語力の高

さについては，歴史的な経緯もあり広く認知されてい

る。参考までに日本は53位であるが，寺澤 (2018) は，

EFEPIのデータに関して，無作為抽出でもなくマクロ統

計でもないなどの理由から，TOEFLやTOEICのスコアと同

様に国別ランキングを論じる信頼性が乏しいと批判して

いる。ランキング順位については，参考にしながら鵜呑

みにしないという姿勢が求められる。Terasawa (2012) 

は，2000年の調査データを基に，アジアやヨーロッパの

国々を対象とした，自己報告による英語力の比較検討を

している。アジアでは，高度な英語力を有する割合は，

シンガポール50％程度，マレーシア20％弱，フィリピン

15％弱の順で高く，高度な英語力に基礎的な英語力を加

えた割合では，シンガポールとフィリピンはそれぞれ

75％程度とほとんど差がなく，マレーシアは55％程度と

いうデータ結果であった。英語話者人口の割合は，マレー

シアよりもフィリピンのほうが高いことが分かる。

　本学部の学生のプログラムに限定して述べると，マ

レーシアとフィリピンで受けた英語教育の違いは，マ

レーシアでは大学の施設で授業を受け，フィリピンでは

語学学校を用いたことが挙げられる。また，マレーシア

では英語母語話者の授業を受ける機会があったが，フィ

リピンの語学学校の授業はすべてフィリピン人が行って

いたことである。マレーシアとフィリピンでは英語力が

高い国民が一定数いることも事実であるが，マレーシア

ではフィリピンほど安い人件費と英語力を背景にした自

国民による英語教育ビジネスを確立しているとはいえな

い状況であることがわかった。

　本章では，短期留学先としてのマレーシアとフィリピ

ンの比較と英語使用の実情を取り扱ったが，マレーシア

とフィリピンのどちらがよいという結論を導くことはな

い。それぞれ異なる魅力があり，留学先である語学学校

や大学およびその立地条件などによっても印象は変わる

ので一概にどちらがよいとはいえないからである。

４．短期留学期間中の様子

　今回の短期留学プログラムは，上述したように過去４

回と異なり，2019年９月６日から９月16日までの全日程

11日間での実施であった（付録１）。日程は，前期の成

績返還日から後期の履修登録日までの夏期休業期間を利

用した。前年と同様に週末の学外アクティビティを充実

させ，クアラルンプールの市内研修を実施した。

　KDU大学での平日の授業スケジュールは以下のとおり

である。（表３）

　KDU大学にチェックインした翌日に，学生はプレイス

メントテストとオリエンテーションを受けた。プレイ

スメントテストでは筆記試験とインタビューが行われ，

その結果にしたがってElementary, Pre-Intermediate, 

Intermediateの３つのレベルに分けられた。【写真１】

また，オリエンテーションを通して，学生はマレーシ

アの歴史やハラルなどの食文化を学ぶ機会に恵まれ

た。KDU大学では，“General English Class”, “General 

Academic Skill Development Class”, “Extra English 

表３　KDU大学での１日の流れ

時間 内容 授業内容

07:00 起床

08:00 朝食

09:30-13:00 授業（210分）

30分間休憩あり

“General English 

Class”

先生１：生徒７～

10の授業

13:00-14:00 昼食

14:00-15:00 授業（60分） “General Academic 

Skill Development 

Class”

グループワーク

15:15-16:15 授業（60分） “Extra English 

Class”

補講

18:00 ミーティング後，

夕食

19:00 自由時間
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Class”の３種類の授業形式があった。“General English 

Class”は，主に文法やリスニング，リーディングなど

を中心とした授業であり，“General Academic Skill 

Development Class”では，各教員がクイズやプレゼン

テーションなどアクティブラーニングの手法を取り入

れて授業を楽しめるように工夫していた。また，“Extra 

English Class”は補講で任意ではあったが，体調不良

ではない限り受講するように指導した。学生は一日約５

時間英語漬けの日々を送り，クラスによっては課題も多

く出されて，夜遅くまで課題をこなしていた。３日目の

授業では文法テストやインタビューテストもあり，学

生は真剣な面持ちで試験に臨んでいた。さらに９月16日

はマレーシア・デーで祝日であったが，KDU大学の厚意

により特別に授業を開講していただき，この日のみ１年

生全員一クラスでワークショップが行われた。ワーク

ショップでは通常授業とは少し異なり，一枚の写真から

ストーリーを膨らませる活動をグループごとにさせて最

後にどのグループのストーリーが一番面白いか教員が決

定していた。【写真２】

　次に，KDU大学と寮について述べる。学生は短期海外

留学中，KDU大学内にあるカフェテリアの食事を朝・昼・

晩利用でき，各自好きなものを選んで食べることができ

た。また，24時間営業のコンビニエンスストアもあり，

生活必需品は大抵揃えることができた。大学に隣接され

ている飲食店も多く，世界各国の料理を味わうこともで

きた。寮は１家４～５部屋あり，一室１名か一室２名で，

キッチンとリビングは共用スペースとして皆が集える場

所だった。また，学生には大学敷地内を行動範囲とする

ように指導した。寮のセキュリティに関しては，19時以

降の外出と帰宅した際は記帳することや22時で寮が施錠

されていたので，安全面も確保できていたといえる。

　先述したように，週末はクアラルンプール市内を観光

した。土曜日は錫製品の加工場であるロイヤルセラン

ゴールをはじめ，ヒンズー教の聖地であるバトゥ洞窟

【写真３】，マレーシア国王の王宮，名産品チョコレート

のチョコレートキングダム，マレーシアの伝統工芸品

ショップ，大型ショッピングセンターのパビリオン，ク

アラルンプールのランドマークであるペトロナスツイ

ンタワーの観光地を巡った。さらに日曜日もオプショナ

ルツアーとして基本的に全員参加を促し，世界遺産のブ

ルーモスク，マレーシア独立戦争で命を失った兵士の功

績を称えた国家記念碑，続いて，イギリスからの独立を

記念する独立広場，パビリオン，チャイナタウンと寺院，

マレーシアのお土産が手頃な値段で買えるセントラル

マーケット，KLCCショッピングセンター，イオンショッ

ピングモールといったクアラルンプールの観光名所を訪

問した。マレーシアの歴史と文化を直接肌で感じること

ができた２日間であった。

　マレーシアの短期海外留学報告は，中国学園大学国際

教養学部のホームページ，ならびにFacebookで写真とと

写真１：プレイスメントテストでのインタビュー

写真２：KDU大学での授業風景 写真３：バトゥ洞窟
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もに確認できる。ここでは，中国学園大学国際教養学部

のFacebookから初日の授業と週末のアクティビティの様

子を紹介する。

[マレーシアからの報告]　By 佐々木・松浦

2019年９月10日

　昨日（９月９日）関西国際空港から出国し，昨日の夕方，

無事にクアラルンプール国際空港に到着しました。本日

（10日）午前中は，Welcomeセレモニーとクラス分け試験

とインタビューがありました。午後からはそれぞれのク

ラスに分かれ，文法・リスニング・スピーキングなどそ

れぞれのレベルに合った授業が行われました。滞在先の

KDU大学の建物は近代的で設備も大変素晴らしく，スタッ

フの方もフレンドリーで学生たちも大変喜んでいます。

2019年９月15日

　週末２日間は，学生待望の観光に出掛けました。14日

（土）はヒンズー教の聖地「バトゥ洞窟」，マレーシア国

王の「王宮」，15日（日）はマレーシア最大のイスラム

教のモスク，ブルーモスクこと「スルタン・サラディン・

アブドゥル・アジズ・モスク」，チャイナタウンの寺院「關

帝廟」などを訪問しマレーシアの歴史・文化など学ぶ機

会となりました。

　学生たちも大変満足したアッと言う間の充実した2日

間でした。

５．アンケート結果と考察

　短期海外留学を終えた直後に「マレーシア短期海外留

学アンケート」を実施した。質問事項を紹介し考察を加

えたい（表４参照）。

　Ａ) ～Ｐ)の各数値は参加学生の回答の平均値である。

アンケートは５件法を用いており，全質問の平均は4.19

であった。参加学生は，項目に関して，「１全く同意で

きない，２同意できない，３どちらとも言えない，４同

意できる，５非常に同意できる」から最も当てはまるも

のを選ぶように指示した。

　Ａ)事前研修の満足度は[4.01]，Ｂ)研修全体の満足度

は[4.43]という結果であった。このことから多くの学生

が実際の海外研修を通してKDU大学での授業や週末のク

アラルンプールの市内観光に満足したことがうかがえ

る。

　次に，授業の満足度については，Ｃ)毎日の授業は

[4.00]，Ｄ)グループでの授業は[4.26]，Ｅ)ワークショッ

プ[4.14]という結果であった。今回のマレーシア短期海

外留学での授業形態は，基本的に10人以内の少人数クラ

スであり，グループで活動することはあってもマンツー

マンの授業形態はなかった。その中でもとりわけ，クイ

ズなどを取り入れたグループで楽しめるアクティブラー

ニング式の授業形態は評価が高かったといえる。

表４　マレーシア短期海外留学アンケート結果

質問項目 平均値

Ａ）事前研修に満足した。 4.01 

Ｂ）今回の海外研修全体に満足した。 4.43

Ｃ）毎日の授業に満足した。 4.00

Ｄ）グループでの授業に満足した。 4.26

Ｅ）16日（月）ワークショップに満足した。 4.14

Ｆ）14日（土）学外研修（バトゥ洞窟・市内

観光）に満足した。

4.74

Ｇ）15日（日）学外研修（ブルーモスク・国

家記念碑など）に満足した。

4.70

Ｈ）今回の研修を通して，スピーキングスキ

ルが向上した。

3.61

Ｉ）今回の研修を通して，リスニングスキル

が向上した。

3.87

Ｊ）今回の研修を通して，リーディングスキ

ルが向上した。

3.57

Ｋ）今回の研修を通して，ライティングスキ

ルが向上した。

3.39

Ｌ）今回の研修を通して，語彙力が向上した

（単語の知識が増えた）。

3.87

Ｍ）今回の研修を通して，今までより英語を

勉強したいと思った。

4.65

Ｎ）今回の研修を通して，今までより外国の

文化に興味を持った。

4.78

Ｏ）今回の研修に参加した経験は，将来の自

分のためになると思う。

4.57

Ｐ）もし，このようなプログラムがあったら，

また参加したい。

4.43
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　また，学外アクティビティーの満足度については，Ｆ)

学外研修（バトゥ洞窟・市内観光）[4.74]，Ｇ)学外研

修（ブルーモスク・国家記念碑など）[4.70]であった。

ヒンドゥー教の聖地であるバトゥ洞窟や世界遺産かつイ

スラム教徒にとって神聖な場所であるブルーモスク，国

家記念碑など観光名所を訪れることで，マレーシアの歴

史や文化の重みを感じたことが高評価につながったと考

えられる。

　さらに，４技能や語彙力などの英語力に関しては，Ｈ)

スピーキングスキルの向上[3.61]，Ｉ)リスニングスキ

ルの向上[3.87]，Ｊ)リーディングスキルの向上[3.57]，

Ｋ)ライティングスキルの向上[3.39]，そして，Ｌ)語彙

力の向上[3.87]という結果であった。竹野ほか(2019)も

指摘しているように，学生はリスニングスキルやスピー

キングスキルといった音声面での向上を実感するようで

ある。今回，リーディングスキルの平均値がスピーキン

グスキルの平均値とほぼ変わらないのは，授業で４技能

をバランスよく習得させるための工夫が凝らされていた

ためと推測できる。

　最後に，今後の意欲に関しては，Ｍ)今までより英語

を勉強したい[4.65]，Ｎ)今までより外国の文化に興味

を持った[4.78]，Ｏ)今回の経験は将来の自分のために

なる[4.57]，Ｐ)このようなプログラムがあったらまた

参加したい[4.43]という結果であった。マレーシアの歴

史や文化を直接肌で感じる貴重な体験を通して英語学習

のモチベーションが上がったと考えられる。まさにここ

に本プログラムの大きな意義があると感じている。

６．お　わ　り　に

　今回の短期海外留学は過去４回とは留学先と実施時期

を変更した。留学先はフィリピンからマレーシアへ，ま

た時期も５月の連休明けから夏季休業期間中の９月に変

更しての実施であった。春休みに入学前の学生にパス

ポート取得の指導や煩雑な業務をすることなく，入学後

に落ち着いて海外に行く準備が始められたことや短期海

外留学までに英語力を少しでも高めておく指導ができた

のは９月実施の大きな利点である。また，夏休みに実施

すれば，学生も帰国後に補講がないため，負担が少なく

なったといえるだろう。今回，留学先と実施時期を変更

したが，帰国後の英語学習へと結びつける役割は十分果

たせたように思われる。今後も課題を検討しながら，学

生の将来へとつながる短期海外留学となるようサポート

していきたい。
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